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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

１

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

＜住民自治会関係会議等＞

13日(月)市政協力員例会

15日(水)運営委員会

16日(木)広報部会

日奈久の人口
（１０月末現在）

男 1115人

女 1357人

計 2472人

(前月比-９人)

(2009年末3444人)

令和３年１２月号
（第１４８号）

発行者

日奈久住民自治会

1日(水)あかりの社会実験
開始

24日(金)小中学校終業式

12月の行事から

11
月
16
日(

火)

開
催
の
運
営
委
員
会

か
ら
、
記
事
と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
主

な
事
項
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

○
町
内
連
絡
委
員
会

・
11
月
20
日(

土)

８
時
30
分
か
ら
、
球

磨
川
河
川
敷
緑
地
公
園
で
八
代
市
総
合

防
災
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

○
生
活
環
境
部
会

・
津
森
小
学
校
遭
難
の
碑
公
園
に
植
え

た
柘
植
の
木
が
枯
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
後
乾
燥
に
強
い
木
を
検
討
し
、
市
の

配
布
を
依
頼
し
、
植
樹
し
て
い
き
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会

・
市
の
校
区
対
抗
駅
伝
は
開
催
予
定
で

す
。
元
日
に
行
わ
れ
て
い
た
日
奈
久
校

区
の
町
内
対
抗
駅
伝
は
、
理
事
会
で
開

催
す
る
か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

○
事
務
局

・
肥
後
銀
行
日
奈
久
支
店
の
統
合
後
に

つ
い
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
や
移
動
店
舗

等
の
要
望
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

・
日
奈
久
小
中
学
校
南
側
の
木
柱
の
３

本
は
、
教
育
委
員
会
が
撤
去
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
道
路
の
反
対
側
に
あ

る
九
電
の
柱
に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま
す
。

山
下
町
の
光
本
照
夫
さ
ん
は
大
の
歴
史

愛
好
家
。
日
奈
久
の
歴
史
に
つ
い
て
八
代

市
立
博
物
館
や
図
書
館
な
ど
で
調
べ
て
お

ら
れ
ま
す
。
本
欄
も
毎
回
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
戴
い
た
資
料
の
中
か
ら
、
本
欄

を
補
う
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

肥
後
藩
主
細
川
綱
利
公
は
日
奈
久
温
泉

を
藩
営
浴
場
と
し
て
造
り
、
そ
の
後
少
な

く
と
も
３
度
日
奈
久
に
入
湯
し
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

寛
文
９
年
（
１
６
６
９
）
27
歳
。
上
野

家
の
文
献
に
、
「
高
田
茶
屋
に
御
一
泊
、

其
の
節
焼
物
差
上
た
と
こ
ろ
、
喜
ば
れ
て

白
銀
三
枚
を
下
し
置
か
れ
、
翌
日
日
奈
久

御
入
浴
・
・
・
」
（
原
文
意
訳
）
と
あ
り

ま
す
。
（
中
原
文
敬
著
「
日
奈
久
歴
史
」
）

博
物
館
の
松
井
文
庫
調
査
報
告
書
に
よ

る
と
、
寛
文
11
年
（
１
６
７
１
）
29
歳
、

39
歳
の
天
和
元
年
（
１
６
８
１
）
に
日
奈

久
を
訪
れ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
寛
文
11

年
の
時
は
腹
痛
に
な
っ
た
よ
う
で
、
「
御

側
衆
、
接
待
衆
」
が
大
変
気
を
も
ん
だ
よ

う
で
す
。
「
筆
頭
家
老
の
松
井
興
長
（
八

代
城
主
）
さ
ん
、
あ
な
た
が
お
越
し
に
な

ら
な
く
て
は
い
け
な
い
様
な
事
態
に
な
ら

な
く
て
良
か
っ
た
で
す
ね
」
と
い
う
古
文

書
が
残
っ
て
い
ま
す
。

藩
主
細
川
忠
利
公
か
ら
馬
越
で
蟄
居

ち
っ
き
ょ

（
謹
慎
）
を
命
じ
ら
れ
た
尾
藤
金
左
衛
門

に
つ
い
て
の
補
足
。
蟄
居
中
で
も
三
千
石

の
禄
（
給
与
）
を
も
ら
っ
て
「
寝
て
も
起

き
て
も
三
千
石
」
と
云
わ
れ
た
金
左
衛
門
、

八
代
博
物
館
の
資
料
「
悲
劇
の
武
将
尾
藤

金
左
右
衛
門
」
に
よ
れ
ば
、
父
は
秀
吉
か

ら
拝
領
し
た
讃
岐
国
の
大
名
で
し
た
。
し

か
し
九
州
攻
め
の
ミ
ス
に
よ
り
切
腹
。
そ

の
後
金
左
衛
門
は
福
島
正
則
、
森
忠
政
の

あ
と
細
川
藩
に
召
し
抱
え
ら
れ
三
千
石
の

Ｖ
Ｉ
Ｐ
待
遇
の
禄
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
細
川
家
に
お
い
て
は
一
門
衆
、

松
井
家
、
家
老
衆
に
次
い
で
沢
田
大
学
が

六
千
石
、
次
が
金
左
衛
門
三
千
石
、
八
代

奉
行
が
約
二
百
石
、
日
奈
久
奉
行
は
百
五

十
石
で
す
か
ら
、
金
左
衛
門
は
か
な
り
の

高
給
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

※
尾
藤
金
左
衛
門
に
つ
い
て
末
裔
（
子

ま
つ
え
い

孫
）
や
蟄
居
場
所
な
ど
ご
存
じ
の
方
は
日

奈
久
コ
ミ
セ
ン
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号
に
お
け
る
県
文
連
盟
写
真
展
の

記
事
に
お
い
て
、
山
下
夢
生
さ
ん
の
お

名
前
の
敬
称(

さ
ん)

が
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
絵
手
紙
・
俳
画
の
記
事
で
、

特
選
の
五
嶋
様
は
山
都
町
、
入
選
の
山

本
様
は
八
代
市
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
環
境
美
化
推
進
善
行
者
と

し
て
、
木
森
雄
治
さ
ん
（
大
坪
町
）
と
濱

﨑
敏
江
さ
ん
（
下
西
第
１
町
）
が
、
11
月

11
日
（
木
）
に
エ
コ
エ
イ
ト
や
つ
し
ろ
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
中
村
博
生
八
代
市

長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

木
森
さ
ん
は
、
約
６
年
間
に
わ
た
り
、

町
内
の
田
畑
放
棄
地
の
畦
や
道
路
周
辺
の

草
刈
り
を
毎
月
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

濱
﨑
さ
ん
は
、
自
宅
周
辺
や
消
防
詰
め

所
横
の
落
ち
葉
の
回
収
や
家
屋
解
体
後
の

清
掃
な
ど
町
内
の
美
化
に
貢
献
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
普
段
か
ら
町
内
の
清
掃
や
除
草

な
ど
、
日
頃
の
習
慣
と
し
て
永
年
自
主
的

に
環
境
美
化
活
動
を
行
っ
て
来
ら
れ
た
こ

と
に
対
す
る
表
彰
で
す
。

木
森
さ
ん
は
、｢

特
別
な
事
は
し
て
い
ま

せ
ん
。
家
の
周
り
の
草
取
り
を
し
て
い
ま

す
。
畦
道
の
雑
木
を
伐
採
し
て
散
歩
道
の

保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。
町
内
の
人
も
喜

ん
で
散
歩
し
て
い
ま
す｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
本
当
に
お
め
で
と
う
御
座
い
ま
し

た
。
日
奈
久
校
区
の
皆
様
も
、
環
境
美
化

推
進
に
ご
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
日
奈
久
あ
か
り
の
観
光
拠
点
再
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
住
民
説
明
会
が
、
10
月

29
日
（
金
）
に
日
奈
久
コ
ミ
セ
ン
３
階
大

会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、

（
株
）
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
代
表
の
長
町
志

穂
氏
で
し
た
。
こ
の
事
業
に
は
、
観
光
庁

の
予
算
が
付
い
て
い
ま
す
。

将
来
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
【
今
よ
り
も
っ

と
お
客
様
が
来
ら
れ
て
、
今
い
る
み
ん
な

が
、
快
適
に
暮
ら
し
て
い
け
る
温
泉
街
】

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
期
間
は
、
12
月

１
日
か
ら
１
月
末
ま
で
の
期
間
で
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
奈
久
温
泉
は
、
「
風
呂
」

「
絵
に
な
る
場
所
」
「
そ
ぞ
ろ
歩
き
」
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
「
夜
景
」

を
利
用
し
て
「
個
性
の
磨
き
上
げ
」
と

「
情
報
発
信
」
の
強
化
を
図
る
取
組
で
す
。

今
回
は
、
第
１
弾
と
し
て
、
次
の
７
ヶ

所
で
あ
か
り
を
使
っ
た
演
出
が
行
わ
れ
ま

す
。

①
温
泉
神
社
桟
敷
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
演
出

②
温
泉
神
社
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

③
竹
林
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
演
出

④
温
泉
神
社
参
道
を
提
灯
も
し
く
は
行
灯

に
よ
る
誘
導

⑤
な
ま
こ
壁
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

⑥
金
波
楼
周
辺
の
行
灯
に
よ
る
散
策
に
よ

る
誘
導

⑦
港
の
デ
ッ
キ
照
明

こ
の
取
組
に
は
、
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道

も
ナ
イ
ト
ト
レ
イ
ン
な
ど
で
、
参
加
す
る

そ
う
で
す
。

な
お
こ
の
取
組
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

準
備
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。
準

備
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

◆
主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
内
容

・
ラ
イ
ト
等
の
設
置
作
業

◆
日
時

・
11
月
26
日
（
金
）
と
27
日
（
土
）

９
時
～
17
時
30
分

・
午
前
の
部

９
時
ス
タ
ー
ト

・
午
後
の
部

13
時
ス
タ
ー
ト
17
時
30
分

◆
集
合
場
所

日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

◆
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

・
魅
力
研
究
所

中
村
氏
ま
で

０
９
０-

９
５
９
２-

３
８
６
９

日
奈
久
の
活
性
化
の
た
め
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

「
日
奈
久
温
泉

あ
か
り
の
社
会
実
験
」
開
始

説明する長町志穂氏

日
没
が
早
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

○
自
動
車
や
自
転
車
の
点
灯
を
早
め
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
道
路
を
歩
く
人
は
、
白
色
の
服
を
着
用
し

た
り
、
反
射
材
の
つ
い
た
物
を
身
に
付
け
た

り
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
21
日
（
木
）
午
後
４
時
か
ら
１
時
間
、

ば
ん
ぺ
い
湯
入
り
口
３
号
線
上
・
下
線
で
、

市
内
一
斉
の
調
査
を
し
ま
し
た
。
歩
行
者
・

自
転
車
で
の
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
の
人
は
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
動
車
で
は
、
上
下
線
で

16
人
い
ま
し
た
。
「
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
は
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
３
年
度
環
境
美
化
推
進
善
行
者
表
彰

木
森
雄
治
さ
ん
（大
坪
町
）、
濱
﨑
敏
江
さ
ん
（下
西
第
１
町
）

受
賞
し
た
木
森
さ
ん
（
右
）
と
濱
崎
さ
ん

婦
人
会

「
な
が
ら
ス
マ
ホ
調
査
」
を
実
施

交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

「ながらスマホ調査」をする

婦人会の皆さん

日
奈
久
歴
史
散
歩

寄
稿
編

細
川
公
の
日
奈
久
温
泉
外
出
と

尾
藤
金
左
衛
門
の
禄
高

通
学
路
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
形
街
路
防
犯
灯
寄
付

丸
下
鉄
夫
さ
ん
（山
下
町
）

山
下
町
の
丸
下
鉄
夫
さ
ん
は
、
主
に
山

下
町
の
資
源
回
収
集
積
所
に
出
た
ア
ル
ミ

缶
を
分
別
収
集
し
て
得
た
売
上
金
を
小
学

校
や
卓
球
愛
好
会
な
ど
に
寄
付
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
前
回
は
、
豪
雨
で
被
災
し
た
坂

本
町
を
訪
問
し
、
八
竜
小
学
校
と
坂
本
中

学
校
に
寄
付
金
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
形
街
路
防
犯
灯
１
灯

の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
大
坪
町
・

新
田
町
・
山
下
町
の
子
ど
も
達
の
通
学
路

通
称
４
メ
ー
ト
ル
道
路
（
山
下
町
）
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
「
以
前
の
防
犯
灯
は
暗

か
っ
た
の
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
形
に
し
ま
し
た
。

丸
下
さ
ん
と
設
置
さ
れ
た
防
犯
灯

子
ど
も
達
の
安
全
を
守
る
た
め
に
役
立
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
防
犯
灯
の
設
置
の
た
め
に
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ

ま
し
た
。

厳
罰
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
よ
り
危

険
で
す
。
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

防
犯
灯

（広告欄）
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２

今
年
の
11
月
５
日
（
金
）
は
、
青
空
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
日
奈
久
小
学
校
教

頭
の
宇
田
津
先
生
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が

作
っ
た
千
羽
鶴
を
「
津
森
小
学
校
遭
難
の

碑
公
園
」
に
届
け
る
と
の
連
絡
が
入
り
ま

し
た
の
で
、
予
定
よ
り
早
く
公
園
の
ベ
ン

チ
で
待
機
し
て
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
軽
乗
用
車
が
一
台
来
て
、
中

か
ら
年
輩
の
人
が
４
人
降
り
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
「
津
森
か
ら
来
ら
れ
た
の
で
す
か
」

と
の
質
問
に
、
「
は
い
、
上
村
節
子
の
家

族
の
者
で
す
」
と
の
答
で
し
た
。
記
念
碑

を
見
る
と
、
犠
牲
者
の
児
童
の
２
番
目
に

そ
の
名
前
が
あ
り
ま
し
た
。
「
私
が
姉
で
、

当
時
中
学
校
２
年
生
で
し
た
。
弟
は
、
ま

だ
産
ま
れ
て
二
ヶ
月
で
し
た
の
で
、
何
も

覚
え
て
は
い
ま
せ
ん
が
、
毎
年
車
で
連
れ

て
き
て
く
れ
ま
す
」
と
微
笑
ま
れ
ま
し
た
。

手
に
抱
え
ら
れ
た
花
束
を
飾
り
、
お
供
え

物
を
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
こ
に
日
奈
久
小
学
校
教
頭
の
宇
田
津

先
生
が
、
折
り
鶴
と
花
束
を
抱
え
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
「
毎
年
全
校
で
こ
の
事
故
の

こ
と
を
学
び
、
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
年
も
全
校
児

童
で
心
を
込
め
て
鶴
を
折
っ
て
き
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
津
森
か
ら
来
ら
れ
た

人
達
も
、
感
激
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
命

の
大
切
さ
を
語
り
つ
な
い
で
い
き
た
い
も

の
で
す
。

東
町
在
住
の
上
野
浩
之
さ
ん
（
65
歳
）
は
、

２
０
２
０
年
度
（
当
時
64
歳
）
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
陸
上
競
技
、
Ｍ
60
（
60
歳
～
64
歳
の
部
）

の
走
り
幅
跳
び
と
三
段
跳
び
に
お
い
て
全
国

ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
記

録
は
、
日
本
陸
連
が
公
認
し
た
大
会
の
中
で

の
記
録
の
み
に
な
り
ま
す
。
上
位
は
、
ほ
と

ん
ど
60
歳
の
選
手
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
て

も
快
挙
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う
。

上
野
さ
ん
は
、
中
学
・
高
校
時
代
に
陸
上

部
に
所
属
し
、
中
長
距
離
に
取
り
組
ん
で
来

ら
れ
た
そ
う
で
す
。
24
歳
か
ら
３
年
間
、
陸

上
を
再
開
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
業
の
陶
芸
に

打
ち
込
む
た
め
に
、
陸
上
を
止
め
て
仕
事
に

専
念
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

陸
上
を
再
開
さ
れ
た
の
は
、
58
歳
で
し
た
。

自
分
の
バ
ネ
を
活
か
し
た
跳
躍
種
目
を
中
心

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
本
や

テ
レ
ビ
を
見
て
学
び
、
復
帰
を
決
め
て
か
ら

は
、
専
門
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
て
独
学
で
研
究

し
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

日
頃
は
、
日
奈
久
シ
ー
・
湯
・
遊
で
、
基

本
的
な
ダ
ッ
シ
ュ
や
坂
道
走
な
ど
を
３
日
に

１
回
の
割
合
で
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ

れ
は
跳
躍
に
繋
が
る
も
の
で
す
。
砂
場
が
な

い
の
で
、
跳
躍
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

の
分
大
会
が
練
習
兼
本
番
と
な
る
そ
う
で
す
。

年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
記
録
も
伸
び
、
こ

の
快
挙
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
70
歳
過
ぎ
て

か
ら
が
勝
負
と
目
標
を
掲
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
目
標
を
持
つ
こ
と
。
諦
め
ず
に
挑
戦
す

る
こ
と
。
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
力
強
く
語
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
記
録
へ
の
挑
戦
が
、
仕
事
の

励
み
に
も
な
り
、
陸
上
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
も
繋
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
10
月
24

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
宮
崎
県
の
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
に
参
加
し
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
と
走

り
幅
跳
び
、
三
段
跳
び
で
優
勝
さ
れ
た
そ
う

で
す
。
今
後
の
ご
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

24
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
、
命
に
つ
い
て
考
え
る
日

11
月
５
日
は
、
「
津
森
小
学
校
遭
難
の
日
」
で
す

宇田津先生（左）と津森の皆さん

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
・
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
と
は
、
日
本
の
魅
力
あ
る
温
泉
地
を
拠
点

に
し
て
、
そ
の
地
域
特
有
の
「
食
」
「
自
然
」

「
文
化
・
歴
史
」
す
べ
て
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

よ
っ
て
、
一
度
に
「
体
感
」
で
き
る
新
た
な
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
す
。

日
奈
久
温
泉
の
場
合
、
「
め
ぐ
る
」
「
た
べ

る
」
「
つ
か
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
奈
久
温
泉

街
を
満
喫
し
ま
す
。
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と
に

「
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ポ
イ
ン
ト
」
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
地
元
の
特
産
品
や
農
産
・
海
産
物
に

地
酒
な
ど
、
地
域
住
民
や
各
施
設
が
お
も
て
な

し
を
い
た
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
八
代
市
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
一
環
で
、
約7

.
5

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
ゆ
っ
く
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま

す
。

◆
日
時

令
和
４
年
１
月
22
日(

土)

９
時
～
15
時

◆
集
合
場
所

日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド

「
シ
ー
・
湯
・
遊
」

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

◆
参
加
費

中
学
生
以
上

３
５
０
０
円

中
学
生
以
下

２
０
０
０
円

幼
児

無
料

※
参
加
費
に
は
、
飲
食
・
日
奈
久
周
遊
パ
ス

ポ
ー
ト
、
傷
害
保
険
を
含
み
ま
す
。

※
幼
児
へ
の
料
理
等
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
参
加
資
格

８
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
の
距
離
を
歩
け
る
人

◆
定
員

１
５
０
名

◆
ガ
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー
ポ
イ
ン
ト

(

お
も
て
な
し
内
容)

①
親
水
緑
地

(

ト
マ
ト
の
サ
ラ
ダ)

②
旧
若
竹
保
育
園

(

青
の
り
の
み
そ
汁)

③
日
奈
久
温
泉
駅

(

太
刀
魚
の
一
夜
干
し
・

ほ
う
れ
ん
草
の
お
ひ
た
し
・
ワ
イ
ン
か
焼
酎
）

④
ば
ん
ぺ
い
湯
前

(

ち
く
わ
食
べ
比
べ
・
湯
豆

腐
の
味
噌
だ
れ
・

ビ
ー
ル
か
缶
酎
ハ
イ
）

⑤
い
こ
い
の
広
場

(

ち
く
わ
焼
き
体
験)

⑥
温
泉
神
社
桟
敷
席

（
熊
本
ラ
ー
メ
ン
・
た

こ
飯
お
に
ぎ
り
・
コ
ハ
ダ
寿
司
・
焼
酎
飲
み

比
べ)

⑦
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫

(

晩
白
柚
・
イ
チ
ゴ
の
ス

イ
ー
ツ)

【
特
別
企
画
】
当
日
は
、
日
奈
久
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
、
Ａ
Ｎ
Ａ
パ
イ
ロ
ッ
ト
＆
Ｃ
Ａ
制
服
着
付
け

体
験
（
子
ど
も
の
み
）
、
日
奈
久
マ
ル
シ
ェ
な

ど
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
日
奈
久
温
泉
駅
、
日
奈
久
コ
ミ

セ
ン
、
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
に
置
い
て
あ
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

11
月
15
日
（
月
）
、
前
日
ま
で
の
天
気

が
嘘
の
よ
う
な
良
い
天
気
に
恵
ま
れ
、
温

泉
神
社
の
例
大
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

７
つ
の
町
内
の
町
内
長
、
氏
子
代
表
が
参

列
し
て
神
事
の
み
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
御
鎮
座
６
０
２
年
、
今
の
場

所
に
遷
座
さ
れ
て
１
９
９
年
に
当
た
り
ま

す
。請

前
の
浜
町
の
皆
さ
ん
が
、
一
週
間
ほ

ど
前
に
木
々
の
剪
定
や
落
ち
葉
の
清
掃
な

ど
取
り
組
ま
れ
、
境
内
は
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小
林
緑
郎
宮
司
が
、
祝
詞
の
中
で
流
行

の
り
と

病
（
コ
ロ
ナ
）
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願

う
と
共
に
、
日
奈
久
の
繁
栄
を
祈
ら
れ
ま

し
た
。

神前にお供えをする献饌の儀

冬の風物詩となりました「日奈久温泉の晩白柚風呂」。種田山頭火も絶

賛した日奈久の「心まであたたまる温泉」と八代特産の「晩白柚」のさわ

やかな香りをお楽しみください。実施期間は施設によって異なります。営

業状況等は、各施設にお問い合わせください。

ＯＮＳＥＮ・ガストロノミーウォーキングin日奈久温泉２０２２

令和4年1月22日(土)開催決定
あなたもゆっくり日奈久温泉街を満喫しませんか？

２
０
２
０
年
度
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上

全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位

上
野
浩
之
さ
ん
（
東
町
）

今年もやります 晩白柚風呂
令和３年１２月１１日(土)～令和４年１月３１日(月)

記録表を持った上野さん

温
泉
神
社

例
大
祭
斎
行
さ
れ
る

全校児童が作った折り鶴を掛ける宇田津先生

(旅館名） （電話番号） （立ち寄り湯時間） （料金等）
あたらし屋旅館 0965-３８－０２１３ １０：００～１５：００ 大人５００円、子ども３００円
金波楼(3月末まで) ３８－０６１１ １５：３０～２１：００

(土日祝日１２：００～２１：００） 大人５００円、子ども３００円
不知火ホテル ３８－０４１４ １６：００～１９：３０

(土日祝日１０：００～１９：３０） 大人４００円、子ども２００円
ひらやホテル ３８－００１５ １６：００～２１：００ 大人４００円、子ども２００円
柳屋旅館 ３８－０１２５ １７：００～１９：００ 大人４００円、子ども２００円
ホテル潮青閣 ３８－３３００ １２：３０～２２：００ 大人５００円、子ども３００円
浜膳旅館(家族風呂) ３８－０１０３ １０：００～２２：００ 平日６０分 ２０００円～
温泉センターばんぺい湯 ３８－０６１７ １０：００～２２：００
(２階大浴場、３階家族風呂) 大人５２０円、子ども３１０円（３歳～小学生＋障がいのある人、７０歳以上）

【宿泊者のみ】鏡屋旅館３８－００２６、新浜旅館３８－０８３８、旅館 宝泉３８－０８２３

（広告欄）


